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内
訳

森林の機能についての普及・啓発、市民や行政による森林管理への参画・支援を促進し、適正な森林管理を図り、森林
の有する公益的機能の維持増進を図る。

林業総合センターについては林業振興とともに地域活性・交流拠点の指定管理者と連携を図り、木と親しむことのできる
施設として活用を進める。太井山村広場は引き続き地域住民の交流の場としての機能が果たせるよう適切な管理に努
める。
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林業従事者のための施設として機能を果たしているため。
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森林・林業施設の適切な運用を実施すること
で、市民の利便に資することや、森林の持つ
公益的機能の普及・啓発をすることができた。
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施設の適切な管理運営と機能の維持増進を行う。
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太井山村広場の維持管理を行う。
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河内長野市民、森林所有者、林業関係者

地域住民の交流の場としての機能が果たせるよう今後も継続して管理運営を行っていく。
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事業：森林・林業振興施設管理事業                                

森林の持つ公益的機能の普及・啓発及び林業従事者の地位向上を目的とした森林・林業振興施設や、市民の利便

に資するための施設の管理運営を行った。 

 

細事業：太井山村広場管理事業                             

１．太井山村広場管理業務 

太井山村広場は、地域住民の交流の場として整備された施設で、大阪府森林組合南河内支店でその維持管理を実

施した。 

太井山村広場管理業務委託料  252,000円 

 太井山村広場の清掃・除草等の業務委託 
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